






清 沢 菜 穂 
 
1. はじめに 
エーリヒ・ケストナー (Erich Kästner) は、戦前から詩人として活動し、1945
年までに『腰の上の心臓 (Herz auf Taille) 』(1928) 、『鏡の中の騒音 (Lärm im 
Spiegel) 』(1929) 、『ある男が通知する (Ein Mann gibt Auskunft) 』 (1930) 、『椅
子の間の歌 (Gesang zwischen den Stühlen) 』(1932) と、選集『ケストナー博士
の抒情詩の薬箱 (Doktor Erich Kästners Lyrische Hausapotheke) 』(1936) を発表
した。そして 1945 年以降にもさらに 3 冊の詩集を出版している。 
『自分の本に目を通す (Bei Durchsicht meiner Bücher) 』(1946) は、戦後にケ
ストナーが出版した最初の本である。作者は、この詩集が 1933 年以前に発表
された 4 冊の詩集から選ばれた詩で構成されたものだと説明しているが (I, 
371) 1 )、「極めて右で歌うこと (Ganz rechts zu singen)」(I, 248-249/ BDmB2 ), 72) 、
「偉大な時代 (Große Zeiten)」(I, 231/ BDmB, 165) 、「ある男声のためのホテル
の独唱 (Hotelsolo für eine Männerstimme)」(I, 233/ BDmB, 140) の 3 編は上述の
4 詩集に収録されていない3 )。 
その 2 年後に発表された『短く簡潔に (Kurz und bündig) 』(1948) 4 )は、戦




めに用意されたタイプ原稿を元にして、1948 年にオルテン (Olten) 社から『短
く簡潔に』が出版された。この詩集は 1950 年に前書きと多数の詩を加えて、
アトリウム (Atrium) 社より再度出版されている6 )。収録された作品の中には、
『ノイエ・ツァイトゥング (Neue Zeitung) 』紙上で発表されたもの、『ケスト
ナー博士の抒情詩の薬箱』に収録されていたものが含まれている。 
最後に出版された詩集が『13 か月』 (1955) である。拙稿「「9 月」に見るケ







ている7 )。また、Andreas Drouve は、時代批判と時代の予言という観点からケ
ストナーの作品を考察しており、その際に『自分の本に目を通す』に再録され
た詩や、『短く簡潔に』に含まれるいくつかのエピグラムが持つ特徴に言及し




































トルは「1940 年の祈り (Abendgebet 1940)」であった1 0 )。 
同じく年号を含むタイトルを持つ「1938 年のドイツの追悼碑 (Deutsche 















が燃えた時 (Als die Synagogen brannten)」(I, 280-281/ Kub, 53) も、1938 年に起
きた「水晶の夜」を想起させる1 2 )。 
 年号を題名に含んだエピグラムの一つに、「1948 年のドイツ (Deutschland 

















実際の出来事を想起させる作品は、1933 年までの 4 詩集にも含まれており、
一部の作品は『自分の本に目を通す』に再録されている。例えば「ヴェルダ
ン、何年も後に (Verdun, viele Jahre später)」(I, 217-218/ BDmB, 32-33) や「我が
息子への手紙 (Brief an meinen Sohn)」(I, 177-178/ BDmB, 20-21) には、第一次
世界大戦の激戦地であったVerdunやVaux、Ypern への言及が見られる。また、




2. 2. 自伝的要素 
一部の作品には、実際のケストナーを想起させる要素が見られる。「不要な
問いかけに対する必要な回答 (Notwendige Antwort auf überflüssige Fragen)」(I, 
281/ Kub, 56) で、語り手は自身を「ザクセンのドレスデン出身のドイツ人」で
あり「ドイツで育った木のようなもの」だと説明している。これはケストナー
自身の出身と合致する  (ebd.)。さらに「コペルニクス的性格を求む 
(Kopernikanische Charaktere gesucht)」(I, 296/ Kub, 112) や「ポジティブなもの
はどこに行ってしまったのですか、ケストナーさん？  (Und wo bleibt das 








2. 3. 日常的なテーマ 
 2 冊の詩集には、人々の生活に焦点を当てた作品も見られる。『自分の本に
目を通す』の中には、発表当時は新しかった「働く女性像」が描写された「若
い女性のコーラス (Chor des Fläuleins)」(I, 12/ BDmB, 128) 、道徳観念の低下を
描写した「道徳的な解剖学 (Moralische Anatomie)」(I, 47/ BDmB, 147) や「少女
の嘆き (Mädchens Klage)」(I, 58-59/ BDmB, 118-119) など、当時の社会が垣間
見える作品が含まれている。同時に、「即物的なロマンツェ  (Sachliche 





た「モラル (Moral)」(I, 277/ Kub, 39) においては、「善は存在しない／それを
為す以外には。」(ebd.)と道徳が語られ、「新年に向けて (Zum Neuen Jahr)」(I, 












望んだと説明している1 4 )。Sven Hanuschek も『椅子の間の歌』に収録された
「何が起こっても！ (Was auch geschieht!)」(I, 175/ BDmB, 61/ Kub, 49) や「時
  








だと説明されている (Kub, 9)。Bemmann も「それ(引用者注：エピグラム)は決
してウィットを欠いてはならず、言葉の抜け目のなさを欠いてもならなかっ
た。それどころかアクチュアルなものが、この文学的なやり方で言語化され
























 この詩集は、「君は知るだろうか、大砲の花が咲く国を？ (Kennst du das Land, 
wo die Kanonen blühn?)」(I, 26/ BDmB, 13-14) から始まる。そして、第 3 詩集
『ある男が通知する』の最後に収録されていた「最終章 (Das letzte Kapitel)」
(I, 171-172/ BDmB, 174-175) が再び最後に置かれている。 
 Harald Haltung は、1933 年までに出版された 4 詩集において、巻頭と巻末の
作品はその配置にも効果があり、巻末の作品は結びに置かれることで強いメ
ッセージ性を持っていると指摘している1 9 )。そして 4 冊の詩集の始まりと終














































































対し、ケストナーはただ「これ以上の注釈は過剰である」 (BDmB, 16) とだけ
述べている。さらに「空腹は治療可能 (Hunger ist heilbar)」(I, 186-187/ BDmB, 
66-67) の副題は「ドイツの寓意 (Eine deutsche Allegorie)」であり、「この詩の
悲しい主題はどうやら永遠にアクチュアリティがあるらしい」 (BDmB, 67) と
注釈が加えられている。「最終章」の注釈では、この作品に「即物的な間違い」
が含まれている可能性があり、「作者はおそらく日付を見誤ったのだろう」と














間の歌』に収録されている「ドイツ統一党 (Die Deutsche Einheitspartei)」(I, 214-





ある。Hanuschek は反ナチの詩として「総統の問題、遺伝学的に考察して (Das 
Führerproblem, genetisch betrachtet) 」 (I, 186/ BDmB, 115) や「行進の歌 
(Marschliedchen)」(I, 220-221/ BDmB, 103-104) を挙げており2 7 )、これらの作品
はいずれも『自分の本に目を通す』に再録されている。  
 先に述べた通り、『自分の本に目を通す』の収録作品のうち、3 編は 1933 年

































の悲歌 (Elegie nach allen Seiten)」(I, 198-199/ BDmB, 113-114) では、世界は落
葉と共に理性を喪失し、冬と愚かさが遺産となる。軍国主義を批判した詩「も









ついて (Über das Verbrennen von Büchern)」(VI, 638-647) の中では次のように
述べられている。 
 





それが力を持つ以前にだけ、撲滅される。[…]  (VI, 646) 
 
さらに、1965 年に発表された「読み物、点火剤、燃料 (Lesestoff, Zündstoff, 
Brennstoff)」(VI, 587-590) の中では、1965 年2 9 )10 月初めに起こった、デュッ
セルドルフの若者たちによる焚書について言及している。ケストナーの報告
















は、今回分析した 2 詩集によく見られる特徴の一つである。 
 Drouve は、「愚かさ」のモチーフは「社会現象や社会の苦境、または社会全
体の発展がテーマとなる時に、ケストナー作品の中にいつも現れる3 0 )」と指
摘し、このテーマを扱った作品として「文化の舌は広範囲に届く (Die Zunge 
der Kultur reicht weit)」 (I, 47-48/ BDmB, 131-132) 、「行進の歌」、「世界は丸い 
(Die Welt ist rund)」(I, 17-18/ BDmB, 62-63)、「低級な数学 (Niedere Mathematik)」
(I, 285/ Kub, 70) 、「想起の思い出に (In memoriam memorae)」(I, 276/ Kub, 34) 
  
などを挙げている3 1 )。同様にエピグラム「記念帳の中の現在 (Der Gegenwart 




































とを示している。青少年教育の一環として、ケストナーは 1946 年 3 月から
1948 年まで、青少年向け雑誌『ペンギン (Pinguin)』の編集を行っており、こ
の雑誌は子どもたちが自身の人生をより良くするためのものとして考えられ


























































らは教師であるからだ」(I, 371/ BDmB,11) と述べられており、皮肉や批判な
どを通じた警告の試みは無意味であったが、そのことが風刺家を沈黙させる
ことはなく、これからも沈黙させないと語られている3 9 )。さらに「ケストナ
ーについて語るケストナー (Kästner über Kästner)」(II, 323-328) では、作者は
“ケストナー”を「教師」、「モラリスト」、「合理主義者」、そして「ドイツ啓蒙




















































表明した。Hanuschek は戦後のケストナーの活動を「彼は 1945 年以降文学作
品の外で決定的に急進的になった4 2 )」と評している。例えば 1950 年代には核
の軍備に反対して行動を起こし、反核運動に参加して署名をしているほか、



































る。 Er ich  K äs tn er :  Werke  in  n eun  Bänden .  H rs g .  v on  F ranz  J ose f  
Gör t z .  Mün ch en  u n d  Wien  (Car l  H anse r  Ver l ag)  1998 .   
2 )  本稿で言及する詩は、注 1 で挙げた著作集の巻数・頁数の後に、
戦後出版の詩集における頁数も表記する。『自分の本に目を通す』
に掲載された作品は、略号 BDm B ( Bei  D ur chs i ch t  m ei ner  Bü che r )  
とともにページ数を併記する。『短く簡潔に』に掲載された作品
は、略号 Kub  (K ur z  und  bünd i g )  とともにページ数を併記する。  
3 )  Remo H u g:  Ged i ch te  zum Gebr auch .  Di e  Lyr i k  E r i ch  Käs tne rs :  
Bes i ch t i gun g,  Bes chre ib un g,  Bewetu n g .  Würzbu rg  (Kön i g &N eum ann )  
2006 .  S .  56 .（以下、本書からの引用は Hu g と記載し、ページ数と
ともに表記する。）  




Ha l tun g の注釈によると、この 3 作品はいずれも『世界舞台  (Di e  
Wel tbühne )』で初めて発表されたものであった。掲載日時は次の
通りである。「極めて右で歌うこと」 :  1930 年 1 月 1 0 日、「偉大
な時代」： 1931 年 8 月 11 日、「ある男声のためのホテルの独唱」：
1932 年 11 月 8 日。参考： Har a ld  H a l tun g:  Komm ent a r.  In :  E r i ch  
Käs tn e r.  Werk e  in  n eun  Bän den .  Band  I .  S .449 ,  451 ,  4 55 .（以下、同
注釈内からの引用は Hal t un g と記載し、ページ数とともに表記す
る。）  
4 )  Werke  i n  neun  Bän den  Band  I の中にも同詩集の内容が掲載されて
いるが、 1933 年までに出版された詩集から再録されている作品
は、初出の詩集の項にのみ掲載されている。また、全集では「 1 952
年の支出と収入  ( So l l  und  Hab en  19 52 )」 ( I ,  282 )  の作品名は、本
稿で使用したアトリウム社の出版した詩集では「 1 95 0 年の支出
と収入  (So l l  und  Hab en  19 50 )」 ( Ku b ,  60 )  となっている。  
5 )  Ha l tun g ,  S .  46 1 .  
6 )  Ha l tun g ,  S .  46 3 .  
7 )  2 詩集の評価は次の文献を参考にした。  
高橋健二『ケストナーの生涯 ―ドレースデンの抵抗作家』福武文
庫、 1992 年、 174 ページ。（以下、本書からの引用は高橋と記載
し、ページ数とともに表記する）  
K laus  Ko rdon :  Di e  Ze i t  i s t  Kapu t t .  D ie  Leb ens gesch ich t e  d es  Er i ch  
Käs tn ers .  Weinh e i m Base l  (G u l l ive r )  1998 .  S .  2 33 ,  2 4 8 .  
Sven  H anus chek :  Er i ch  K äs tne r.Re inb ek  (Rowohl t )  2015 .  S .  106 .  （以
下、本書からの引用は H anus ch ek  (2 015)と記載し、ページ数と共
に表記する。）  
F r anz  J ose f  G ör t z ;  Hans  S arko wicz :  E r i ch  Käs tn e r.  E in e  Bio grap h ie .  
Münch en  (P ipe r )  1 998 .  S .  30 7 -3 08 .  
Is a  S ch iko rsk y:  E r i ch  Käs tne r.  Mün chen  ( Deu t s ch e  Taschenbu ch)  
1998 .  S .  1 21 - 122 .  
8 )  Andr eas  D rouv e :  Er i ch  K äs tn e r.  Mo ra l i s t  mi t  do ppe l t em Bod en .  
Marb urg  (Tec t um)  1 999 .S .  82 -94 ,  1 01 - 111 ,  116 - 118 ,1 22 - 12 3 ,  141 - 143 .
（以下、本書からの引用は Dro uve と記載し、ページ数とともに
表記する。）  
9 )  Hu g,  S .  3 4 -3 6 .  
10 )  Ha l tun g ,  S .  46 8 .  






いるが、その中でもこれらの出来事を挙げている。参考： Er i ch  
Käs tn er :  D as  Blau e  Bu ch .  H rs g .  vo n  Sven  Han usch ek ,  Ur l i ch  von  
Bü low,  S i lke  Beck e r.  Zür i ch  (At r ium)  2018 .  S .  3 31 .  
12 )  Ha l tun g .  S .  46 8 .  
13 )  坂井、 21 0 ページ。  
14 )  He l ga  Bemm ann:  H umor  au f  Ta i l l e .  E r i ch  K äs tne r  –  Leben  und  Werk .  
Be r l in  ( Ve r l ag  de r  Na t ion )  1983 .  S .  324 .（以下本書からの引用は
Bemm ann と記載し、ページ数とともに表記する。）  
15 )  この作品の一部は「アルバムの詩行  (Albums ve rs )」として『短く
簡潔に』に収録されている。参考 :  E r i ch  K äs tn er :  Kurz  und  bünd i g .  
Zü r i ch  ( At r ium )  19 50 .  S .  96 .  
16 )  Sven  Hanuschek :  Ke in er  b l i ck t  d i r  h in t e r  d as  G es i ch t :  das  Leb en  
Er i ch  K äs tn ers .  Mü nch en  (C ar l  H anse r )  1999 .  S .  19 3 .  （以下、本書
からの引用は Han usch ek  (1999 )と記載し、ページ数とともに表記
する。）  
17 )  高橋、 17 4 ページ。  
18 )  Bemm ann ,  S .  325 .  
19 )  Har a ld  Ha l tu n g:  N achwo r t .  In :  E r i ch  K äs tne r :  Wer ke  i n  neun  Bänd en .  
Hrs g .  von  Fr anz  J ose f  Gö r t z .  Band  I .  M ünch en  und  Wien  ( Car l  Hanse r  
Ver l ag )  199 8 .  S .  38 1 .  
20 )  Ha l tun g .  S .  40 6 .  
21 )  Drouv e ,  S .  87 .   
22 )  Wal t e r  Ben jamin :  Lin ke  M elanch o l i e .  Zu  E r i ch  Käs t n ers  n eu em 
Ged i ch tbu ch .  In :  Wal t e r  Ben j amin :  Werke  un d  Nach l aß .  Kr i t i s che  
Ges amtaus gab e .  Hr sg .  von  Ch r i s toph  Gödd e  und  Hen r i  Lon i t z  i n  
Wal t e r  Ben jami n  Ar ch iv.  Ban d  13 . 1 .  Be r l in  (Suh rk amp)  20 11 .  S .  3 03  
23 )  Klaus  Ko rdon :  Di e  Ze i t  i s t  Kapu t t .  D ie  Leb ens gesch ich t e  d es  Er i ch  
Käs tn ers .  Weinh e i m Base l  (G u l l ive r )  1998 .  S .  2 33 .  
24 )  Hanus ch ek  (2015 ) ,  S .  103 .   
25 )  Hanus ch ek  (2015 ) ,  S .  103 -1 04 .  
26 )  Ha l tun g ,  S .  445 .  なお、初掲載時の作品名は „Die  d eu t s che  E inh e i t s -
Par t e i “  であった。  
27 )  Hanus ch ek  (1999 ) ,  S .  193 .  
28 )  Kordo n ,  S .  1 45 .   
29 )  ケストナーの報告  (V I ,  587 )  の中では「 10 月の初め」とだけ述べ
られている。年号については Klaus  Dode re r が自著の中で記述し
て い る 。 参 考 ： Klaus  Dod er e r :  E r i ch  K äs tn e r.  Leb ensphas en  –  
  
 
po l i t i s ch es  E n gagement  –  l i t e r a r i s ches  Wi rken .  Wei nhe im u nd  
Münch en  ( J uven ta )  2002 .  S .  1 02 .  
30 )  Drouv e ,  S .  107 .  
31 )  Drouv e ,  S .  107 -110 .   
32 )  Sven  Hanuschek :  K ommenta r.  In :  E r i ch  K äs tn er :  D er  H er r  aus  G ras .  
Hrgs .  von  Sv en  Hanusch ek .  Zür i ch  (A t r ium)  2 015 .  S . 278 .   
33 )  Herm ann  Kurzk e :  Komment a r.  In :  E r i ch  Käs tn e r :  Wer ke  in  n eun  
Bänden .  Hr s g .  von  Fr anz  J ose f  Gö r t z .  Band  I I .  Mün chen  und  Wien  
(Car l  H anse r  Ve r l ag )  199 8 .  S .  4 22 .  
34 )  Hanus ch ek  (2015 )  ,  S .  116 .   
35 )  Bemm ann ,  S .401 .  
36 )  Bi rg i t  Ebb er t :  E rz i ehun g zu  M ens ch l i chk e i t  und  D emok r a t i e .  E r i ch  
Käs tn er  und  s e in e  Ze i t s ch r i f t  „P in gu in“  im  Erz i ehu n gsgef ü ge  de r  
Nachkr i egsze i t .  F rank fu r t  am M ai n  (E urop ä i s che r  Ver l ag  de r  
Wissensch a ten )  19 9 4 .  S .  115 .  （以下、本書からの引用は Ebb er t と
記載し、ページ数とともに表記する。）  
37 )  Ebbe r t ,  S .  114 .  
38 )  Ebbe r t ,  S .  116 .  
39 )  Werke  in  n eun  Bän den .  Band  I ,  S .  371 .  
40 )  Eva  D emsk i :  F lu gz eu ge  mi t  t o t en  P i lo t en .  In :  M ar ce l  Re i ch -R an ick i  
(Hrs g . ) :  140 0  d eu t s che  G ed ih t e  u nd  ih re  In t e rp re t a t ion .  Band  8 .  Vo n  
Be r to l t  Br ech t  b i s  Er i ch  K äs tn e r.  F r ankf u r t  am M ain  u nd  Le ipz i g  
( Ins e l )  2002 .  S .  44 3 -447 . ここでは 447 ページを参考にした。  
41 )  ケストナーは『鏡の中の騒音』に収録された「散文の途中発言」




42 )  Hanus ch ek  (2015 ) ,  S .  130 .  
43 )  ケストナーのデモ活動と講演については次の文献を参考にした。




Kästner, Erich: Werke in neun Bänden. Hrsg. von Franz Josef Görtz. München und Wien 
(Carl Hanser Verlag) 1998. 
Bd. I. Zeitgenossen, haufenweise. Gedichte. Hrsg. von Harald Haltung in 
Zusammenarbeit mit Nicola Brinkmann. 
Bd. II. Wir sind so frei. Chanson, Kabarett, Kleine Prosa. Hrsg. von Herman 
  
 
Kurzke in Zusammenarbeit mit Lena Kurzke. 
Bd. VI. Splitter und Balken. Publizistik. Hrsg. von Hans Sarkowicz und Franz 
Josef Görtz in Zusammenarbeit mit Anja Johann. 
Bd. VII. Eintritt frei! Kinder die Hälfte! Romanen für Kinder II. Hrs. von Franz 
Jose Görtz in Zusammenarbeit mit Anja Johann. 
 
Kästner, Erich: Bei Durchsicht meiner Bücher. Eine Auswahl aus vier Versbänden. 
Neuausgabe. Zürich (Atrium) 2017. 
Kästner, Erich: Kurz und bündig. Zürich (Atrium) 1950. 
Kästner, Erich: Der Herr aus Gras. Herausgegeben von Hanuschek, Sven. Zürich (Atrium) 
2015. S.278. 
Kästner, Erich: Das Blaue Buch. Hrsg. von Sven Hanuschek, Urlich von Bülow, Silke  
Becker. Zürich (Atrium) 2018. 
 
【二次文献】 
Bemmann, Helga: Humor auf Taille. Erich Kästner – Leben und Werk. Berlin (Verlag der 
Nation) 1983. 
Benjamin, Walter: Linke Melancholie. In: Benjamin, Walter: Werke und Nachlaß. Kritische 
Gesamtausgabe. Hrsg. von Christoph Gödde und Henri Lonitz in Walter Benjamin Archiv. 
Band 13.1. Berlin (Suhrkamp) 2011. S. 300-305. 
Band 13.1. Kritiken und Rezensionen. Hrsg. von Heinrich Kaulen. 
Demski, Eva: Flugzeuge mit toten Piloten. In: Reich-Ranicki, Marcel (Hrsg.): 1400 
deutsche Gedichte und ihre Interpretation. Band 8. Von Bertolt Brecht bis Erich Kästner. 
Frankfurt am Main und Leipzig (Insel) 2002. S. 443-447. 
Doderer, Klaus: Erich Kästner. Lebensphasen – politisches Engagement – literarisches 
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